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◆　概要

　　アーバンリング工法は、鋼製セグメントのアーバンリング（分割組立型
　　土留め壁）を用い、狭隘な場所にも適応する都市型圧入ケーソン工法で
　　す。同工法は、ケーソンの部類に入るため、計測管理方法は従来型の姿
　　勢制御と同じ管理方法になります。良くある問題は、姿勢制御計測で求
　　めた計測値と水準測量の値が一致しないことです。特にアーバンリング
　　では、その差異は顕著です。そのため従来の姿勢制御の計測のみに頼ら
    ず、新しい計測管理を導入して総合的に考えるべきです。

◆　計測管理方法

姿勢制御の計測は、任意の位置に固定式傾斜計2台（Ｘ軸，Ｙ軸）を設
置し、その角度から任意の位置の変位量を求めるものであります。この
方法は、通常のケーソンで良く行われる従来方法で、平面での管理にな
ります。

新しい計測管理は、アーバンリング全体のＸとＹの水平変位を算出して、どの方向にあるか把握するものです。
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